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Sticking type human interface using ultra-thin stretchable sheet
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	本研究開発は、伸長により電気特性が変化する超薄型の柔軟膜を用いた貼付け型ヒューマンインタフェースの確立を目的として実施した。貼り付けるのみで容易に構成可能である点、さらにはその薄さとしなやかさを活かし、装着中の衣類や伸長変化の計測によって、締め付けの評価や運動自体を入力とできる点で、ヒューマンインタフェースの多様化とコミュニケーションの充実を目指した。
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